
基本方針 

生きる力を応援します 基本理念 

１ 『リーディングホスピタル』として、高松市医療全体の最適化を目指します。 

２ 『安全で良質な医療』を、ファインチームワークで提供します。 

３ 『まごころのある医療人』を、全力で育成します。 

４ 『地域とのつながり』を大切にし、みんなの暮らしを支えます。 

 高松市立みんなの病院となり、約１年半が経過し、開院当初に比べ落ち着いてきました。呼吸器内科

は、医師３名ですが、外来、入院とも患者数が多く、忙しくしております。呼吸器外科や内科の先生方

に協力いただきながら仕事をしているのが現状です。 

 呼吸器疾患で多いのは、呼吸器感染症、COPD、喘息、呼吸不全、間質性肺炎、肺癌、睡眠時無呼吸症

候群などです。 

 呼吸器感染症の中でも多いのは、超高齢社会を反映し誤嚥性肺炎です。施設入所者が多いですが、で

きるだけ受け入れるようにしております。また、当院は第二種感染症指定病院なので、陰圧の感染症病

床を６床、重症患者に対応できるようHCUに１床、陰圧室があり、救急外来にも陰圧の診察室が１室あり

ます。最近話題の新型コロナウイルス疑いの患者さんにも、保健所と連携して対応することとしており

ます。 

 COPD、喘息の診断には欠かせない呼吸機能検査機器は、最先端の機器をそろえています。気道抵抗や

残気量を簡単に測定できるbody box、呼吸抵抗などが測定できるIOS、肺拡散能や呼気NOを測定できる機

器などがあり、診断と治療効果判定に利用しています。 

 COPDや間質性肺炎などによる慢性呼吸不全に対して、在宅酸素療法や在宅人工呼吸を積極的に行って

います。COPDの急性増悪、肺炎や間質性肺炎による急性呼吸不全には、HCUで人工呼吸療法を中心に集中

治療が可能です。急性期から慢性期まですべての呼吸不全に対応しております。 

 新病院になり、PET-CTが導入され、肺癌の診断、病期の評価に利用しています。診断には、通常の気

管支鏡のみならず超音波気管支鏡も用いて、肺生検に加えて、縦郭リンパ節生検も行い、診断の精度を

高めています。治療は、外科療法、化学療法、免疫療法、放射線療法など通常の治療はすべて行うこと

ができます。 

 睡眠時無呼吸症候群の診断に用いるポリソムノグラフィーは、週２回行っています。睡眠時無呼吸症

候群疑いの患者さんがいれば、当院で検査可能なので是非ご紹介下さい。 

診療科紹介 呼吸器内科 

 月 火 水 木 金 

午 前  河 野  
岸 本 

再診・再来予約のみ  

河 野 

CPAP／禁煙外来 

（要予約）  

塚 﨑 

岸 本  
岸 本 

午 後  岸 本  岸 本 岸 本 



診療科紹介 呼吸器内科 

病院機能評価の更新認定を受けました 

 当院には慢性呼吸器疾患看護認定看護師が１名おり、週に１回、看護外来として、睡眠時無呼吸症候

群の患者さんのCPAP外来や禁煙外来を担当しています。また、呼吸療法認定士の資格をもつ職員が十数

名おり、呼吸サポートチーム（RST）として医師とともに、毎週、人工呼吸器を使用している患者さんの

回診をしています。さらに、毎年10月には、在宅酸素療法などを行っている患者さんを中心に、「息い

き遠足」と名付けて、バスで日帰りの旅行をしています（写真）。医師、看護師、薬剤師、理学療法

士、臨床工学士、検査技師、栄養士などの多職種が参加しています。普段出かけることが難しい患者さ

んが多いので、小旅行ではありますが、喜ばれております。 

 当院の呼吸器内科は、少ない医師を多職種で支えていただくことで成り立っています。微力ではあり

ますが、地域医療に貢献したいと考えていますので、今後とも御支援よろしくお願いいたします。 

（文責 岸本 伸人） 

 2020年1月6日付で、公益財団法人日本医療機能評価機

構による病院機能評価（一般病院2 3rdG：Ver2.0）の

認定を受けました。 

 当院は、2014年に、病院機能評価の認定を受けてお

り、今回は更新認定となります。認定期間は5年間で、

病院の新築移転のため、更新の受審を延期しておりまし

たが、2019年に遡っての特例措置が適用され、3度目の

認定となりました。 

 本評価で指摘を受けた事項については真摯に改善を行

ないながら、今後も医療の質と向上を図り、地域の皆様

方の信頼と期待に応えられるよう努めてまいります。 

病院機能評価について 

 病院機能評価とは、（公財）日本医療機能評価機構が所

定の評価項目により、病院の活動（機能）を、中立的、科

学的・専門的な見地から評価する第三者評価です。「書面

審査」及び「訪問審査」を通じて、全ての評価項目におい

て認定基準を達成していると認められた病院に対しては、

「認定証」が発行されます。 



PET/CT検査のご案内  
最新の陽電子放出断層撮影装置（PET）とX線コンピューター断層撮影装置（CT）一体型の機器によるPET/

CT検査の受付をしています。どうぞご利用ください。 

 診療情報提供書（PET/CT検査依頼用）等関係様式は当院ホームページからダウンロード できます。 

お問い合わせは TEL：087-813-7171（代表）放射線科（核医学）内線：1700 PET-CT 

脳死下臓器提供に係る講義及びシミュレーションを実施しました 

東京医科大学 織田 順先生より 

情報提示の仕方についてご講演いただきました。 

 高松市立みんなの病院では、臓器提供の意思を表示されている方がドナー（臓器提供者）となられたと

き、迅速に対応できるように体制整備を行っています。当院の臓器提供マニュアルに沿った臓器提供時の

連絡体制、各部署における役割、外部機関との連携の確認や、院内勉強会を計画的に行っています。 

 2019年度においては、11月2日・3日に神奈川県で行われた「2019年度救急医療における脳死患者の対応

セミナー」に参加しました。医師、看護師、検査技師、事務員の4名が受講し、2日間の充実したセミナー

を受講することで、臓器提供に関しての理解を深めてまいりました。 

 2020年1月22日には、東京医科大学 救急科教授 織田 順先生に「無理なくできる移植医療の情報提

供」というタイトルで脳死下臓器提供に関するご講演をいただきました。まずは、臓器提供の説明が必要

かどうか、患者様ご家族にお声かけをさせていただくこと、医療者が気構えることなく、患者様、ご家族

様のご希望を伺うことが大切であるということを示唆していただきました。多職種の院内スタッフが参加

しており、移植医療に対しての関心の高さがうかがえました。 

 2020年2月7日には、長崎大学高度救命救急センターの平尾 朋仁先生をお招きし、脳死下臓器提供のシ

ミュレーションを行いました。「臓器の移植に関する法律」に基づいて、机上訓練後、関連部署のスタッ

フで法的脳死判定の手順を確認しました。写真にあるように医師、看護師らが人形のシミュレーターを用

いて、本番さながらの訓練を行いました。ご本人の意思確認、ご家族への説明、各部署との緊密な連絡体

制の構築など、改めて気づかされることが多く、大変実りのある一日となりました。 

 臓器提供に関して希望される方、そうではない方、思いは様々です。どちらを選ばれても、患者様やご

家族の思いに寄り添った医療が提供できるよう、今後も研鑽を重ねてまいります。 

長崎大学 平尾 朋仁先生より 

実践的なレクチャーと訓練を受けました。 



 患者さんをご紹介いただく際に、地域医療・患者支援センターへ 

事前にFAX予約をお願いいたします。 

「高松市立みんなの病院FAX診療申込書」をご利用ください。 

高松市立みんなの病院 〒761-8538 香川県高松市仏生山町甲847番地1 087-813-7171（代表） 

日  時：令和2年2月19日(水) 19：00～20：30 

演 題  1：「心不全地域連携への取り組み」 

      循環器内科 医長 藤原 美佳 

演 題  2：「乳がんの治療と最新の話題」 

      外科    医長 中川 美砂子 

参加人数： 61名 

受付時間 
平日（月～金） 8時30分～18時00 

土曜日 9時30分～13時00分 ※土曜日はFAX予約受付のみ 

電 話 （087）813-7171（代表）／（087）813-6699（紹介予約専用） 

Ｆ Ａ Ｘ （087）813-6799（直通） 

 0120-834-224（フリーダイヤル    ） 

 ※フリーダイヤルは県内固定電話のみ対応しております 

FAX予約を 

お願いします 

日  時：令和2年1月15日(木) 14：00～15：00 

テ ー マ：「排尿自立指導料の概要と排尿自立指導の実践」 

担  当：看護師  溝渕 直美  

参加人数：13名  

（お問い合わせは ☎087-813-7171(代) みんなの病院事務局総務課附属医療施設整備室まで ） 

『 医療・介護関連施設職員研修会 』『 地域医療連携セミナー 』開催報告 

研修会等の年間予定表・申込用紙は病院ホームページからダウンロードいただけます 
http://www.takamatsu-municipal-hospital.jp 

『地域まるごと医療』を、市民とともに実践します 。 

『安全で良質な医療ケア』を、ファインチームワークで提供します 。 

『住民に愛される病院』を、おもいやりの心で実現します 。 

高松市民病院 

塩江分院 

基本方針 

地域まるごと医療を実践する「塩江分院」 

≪附属医療施設の整備（塩江分院の建替え）について≫ 

 国の医療制度改革や中山間地域における医師確保等の課題など、塩江分院を取り巻く厳しい環境の中

で、塩江地区唯一の医療機関として、附属医療施設を将来にわたり存続させてまいります。 

 附属医療施設は、入院機能（ベッド）のない施設として整備し、塩江地区で暮らす皆様が、今後とも

地域で安心して生活していただけるよう、「みんなの病院」との連携を強化し、良質で安定した医療

を、これからも提供してまいります。  

◎附属医療施設整備場所 

 研修会 第70回 

セミナー 第61回 


